



























Why have the Scottish Peoples Sticked to Sovereign Powers?


























































































亡命中や囚われの身の間，ロバート・ステュワート（Robert Stewart,Earl of Strathearn）
（1316年生-1390年没）やマリ伯トマス・ランダルフ（Thomas Randolph,Earl of Moray）













































































フォート（John Beaufort,Earl of Somerset）（1373年生？-1410年没）の娘ジョアンであった。ジョア
ンはヘンリー５世と従兄妹であった。サマーセット伯ジョン・ボーフォートは，エドワード３世の４男ラ







































































































































































































































































































































































































ドワードは，ウォリック伯トマス・ドゥ・ボーチャンプ（Thomas de Beauchamp,11?Earl of Worwick）
とオックスフォード伯ジョン・ドゥ・ヴェール（John de Vere,7?Earl of Oxford）（1312年生-1360年
没）と共に800人の騎兵，2,000人の弓兵，1,000人の歩兵からなる部隊を指揮した。残りの２部隊は，
ノーサンプトン伯ウィリアム・ドゥ・ボーハン（William de Bohun,1?Earl of Northampton）（1312
年生-1360年没）とアランデル伯リチャード・フィッアラン（Richard FitzAlan,10?Earl of Arundel）
（1306年生-1376年没）の指揮下の部隊と王の指揮下にある部隊であった。また皇太子ブラック・プリン



































戦い（Battle of Halidon Hill）（1333年７月）があり，これらの戦いの後に，エドワード・ベイリャル
が支配権を握った。よって，生命の危険を感じたデイヴィッド２世はフランスに亡命した。ジョン・ダン















































??この間，1334から1335年までは，マリ伯ジョン・ランダルフ（John Randolph, 3?Earl of Moray）
（1300年生-1346年没），1335年から1338年まではサー・アンドリュー・マリー（Sir Andrew Murray,
Andrew de Mary of Avoch）（1298年生？-1338年没）およびその後はロバート２世（在位1371年-1390



























アントワープ（Lionel of Antwerp,1?Duke of Clarence）（1338年生-1368年没），４男はランカスター
公ジョン・オブ・ゴーント（John of Gaunt,Duke of Lancaster）（1340年生-1399年没，５男はヨーク


























































































??この城は13世紀の中頃に建てられた。1338年にラルフ・ネヴィル（Sir Ralph de Neville）をウイリア
ム・ダグラス（Sir William Douglas）が包囲し，奪ったが，しかし，彼は同名の初代ダグラス伯ウィリ





































??アンガス・オグ（Aonghas Óg）は，初代アーガイル伯コリン・キャンベル（Colin Campbell, 1?Earl
 
of Argyll）（1433年生-1493年没）の娘イザベラ（Isabella）と結婚した。彼は，彼の父ジョンを領地か



































ランド海軍長官（Lord High Admiral of Scotland）になった。1489年までには，戦闘船としてThe
 



































Giles）のコレジエイト教会（Collegiate Church）の長に昇進した。フロドゥンの戦い（Battle of Flodden）
でジェイムズ４世（在位1488年-1513年）が戦死し，その後に５代伯アンガスが死ぬと，Gavinの甥の６



























































ミルトン（James Hamilton,1?Earl of Arran）（1477年生？-1529年没）と，親仏派のヒュー
ム卿アレクザンダー・ヒューム（Alexander Home,3?Lord Home）（1516年没）やジェイ
ムズ・ビートン??(James Beaton,Archbishop of Saint Andrews）（1472年生-1539年没）
が彼女の補佐役についた。
摂政政治の不安定さは，摂政役の王母マーガレットが，親英派の６代アンガス伯アーチボ









??彼は，デイヴィッド・ビートン（David Beaton,Archbishop of Saint Andrews）（1494年生-1546年没）



















































































































Stewart,1?Earl of Orkney）（1533年生-1593年没），エリザベス・カーミハエ（Elizabeth Carmicheal）
との間に初代ダーンリー卿ジョン・ステュワート（John Stewart,1?Lord of Darnley）（1531年生-1563
年没），そしてマーガレット・アースキンとの間には，幼くして修道院次長を経験していた初代マリ伯ジェ




チボルド・キャンベル（Colin Campbell,3?Earl of Argyll）（1488年生-1529年没）と，３代ハントレー






レーヌ（Claude de Lorraine,duc de Guise）（1496年生-1550年没）とアンカネット・ドゥ・ブルボン




































































































































利宣言」（The Declaration of Rights)???が採択され，またその宣言をウィリアムとメアリー
の２人が承認することを条件に，その即位が承認された。２人の即位後にウィリアム３世は，
その権利宣言を正式にした「権利章典」（The Bills of Rights）として成立させ，「君臨すれ
ども統治せず」の英国君主制の伝統的政治形態の基礎を築き，議会を尊重した。

























































ンベル（John Campbell, 2??Duke of Argyll）（1678年生-1743年没）に対する賄賂のみならず，また
1705年に彼にイングランド貴族のグリニッジ伯位を叙爵した。クイーンズバリ公ジェイムズ・ダグラス
（James Douglas,Duke of Queensberry）（1662年生-1711年没），グラスゴウ伯デイヴィッド・ボイル










































































































職は解かれた。1715年８月に彼は，大 称者 James Edward（the Old Pretender）の信奉者の長に納ま
り，彼は1715年９月にスコットランド，イングランド，フランスおよびアイルランド王国ジェイムズ８









カシミア・シルベスタ ・ーマリア・ステュワート（Charles Edward Louis Casimir Silvester Maria Stuart）
（1720年生-1788年没）とヘンリ ・ーベネディクト（Henry Benedict）（1725年生-1807年没）の２人を































































































































































参 考 文 献
デイヴィッド・アーミテイジ 著（平田・岩井・大西・井藤 共訳）『帝国の誕生』日本経済評論社 2005年
６月
マックス・ウエーバー 著（大塚 久雄 訳）『プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神』岩波文庫 1989
年１月
マックス・ウエーバー 著（阿閉 吉男・脇 圭平 共訳）『官僚制』角川文庫 1971年８月
マックス・ウエーバー 著（脇 圭平 訳）『職業としての政治』岩波文庫 1980年３月
梶田 孝道 著『統合と分裂のヨーロッパ』岩波新書 1993年11月
川畑 洋一 編著『現代世界とイギリス帝国』ミネルヴァ書房 2007年６月
北 政巳 著『スコットランド・ルネッサンスと大英帝国の繁栄』藤原書店 2003年３月
ジョン・キャンベル著（坂本 賢三 著）『中世の産業革命』岩波書店 1978年12月
エドマンド・キング著（吉武 憲司 監訳）『中世のイギリス』慶応義塾大学出版 2006年11月
リンダー・コリー著（川北 稔 監訳）『イギリス国民の誕生』名古屋大学出版会 2000年９月
バルーチ・スピノザ 著（畠中 尚志 訳）『国家論』岩波文庫 1971年９月
塩川 伸明 著『民族とネイション』岩波新書 2008年11月
スマウト，T,C.(木村 正俊 監訳）『スコットランド国民の歴史』原書房 2010年11月
アダム・スミス 著（大内 兵衛・松川 七郎 共訳）『諸国民の富』（四）岩波文庫 1992年４月
増田 史郎 著『ヨーロッパとは何か』岩波新書 1967年７月
ヨーハン・ホイジンガ（堀越 孝一 訳）『中世の秋（上）（下）』中公文庫 1984年４月
エドゥイン・ミュア 著（橋本 槇矩 訳）『スコットランド紀行』岩波文庫 2007年
A.L.モートン（鈴木亮・荒川 邦彦・浜林 政夫 訳）『イングランド人民の歴史』未来社 1976年
森 護 著『スコットランド王国史話』大修館書店 1996年12月
森 護 著『英国王室史話』大修館書店 1988年７月
ジェフード・デランティ 著（山之内 靖・伊藤 茂 共訳）『コミュニティ』 NNT出版 2007年４月
ジグムント・バウマン 著（奥井 智之 訳）『コミュニティ』筑摩書房 2008年１月
David Ross,Scotland: History of A Nation,Lomond Books 1998年
ジョン・ロック 著（鵜飼 信成 訳）『市民政府論』岩波文庫 1971年１月
（くぼた よしひろ マクロ経済学と金融論専攻)
― ―176
スコットランドはなぜ王制に拘ったのか（久保田義弘)
